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特集「新たな脅威に立ち向かうコンピュータセキュリティ技術」の
編集にあたって

村 山 優 子†

本特集号を企画を始めた昨年春，前年に起きた 9月

11日の国際テロリズムの脅威が当然念頭にあり，この

ようなタイトルをつけた．その後の一年の間に，テロ

リズム，戦争，SARS等と今や地球規模に発展する新

たな脅威の連続的な出現に，今となっては，本タイト

ルの意味するところの大きさに改めて考えさせられる．

1998年にコンピュータセキュリティ研究会（CSEC）

が設立されて以来，セキュリティ技術は，ネットワー

クを基盤とした情報社会では，加速度的にその重要度

を増している．本研究会では年 4 回の研究発表会に

加え，毎年 CSECが主催するコンピュータセキュリ

ティシンポジウム（CSS）を開催している．CSSは，

年々発表件数および参加者が増加しており，昨年度の

CSS2002では，発表件数 81件，196名の参加者であっ

た．現在，わが国のセキュリティ分野の代表的な集会

の 1つとして CSSは位置付られている．

本特集号は，CSECが企画した 4回目の特集号であ

る．投稿数も毎年増え，今回は，投稿数 59件あり，そ

のうち 34件を採録した．回を重ねるごとに内容は多

様化しており，西垣正勝編集委員に目次のための分類

をお願いしたが，現在発展している分野におけるこの

ような内容の分類は，なかなか大変な作業である．今

回は以下のような内訳となった．不正侵入・異常検知

4編，情報ハイディング 3 編，電子投票・入札 2 編，

安全性評価・解析 3編，ソフトウェア・著作権保護 3

編，アクセス制御・認証 5編，ネットワークセキュリ

ティ5編，セキュリティプロトコル・電子公証 3編，公

開鍵暗号・デジタル署名 4編，共通鍵暗号・ハッシュ

関数 2編である．理論だけでなく応用の論文が増え，

情報社会の現実的な問題に関わる内容も多い．今後ま

すます，他分野との学際領域に位置する内容が増える

と思われる．本特集号が，読者の興味を誘い，セキュ

リティ分野のみならず他分野の研究にも役立てば幸で

ある．

その昔，80年代後半頃だったかと思うが，インター

ネット分野の公的な報告書である RFC（Request for
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Comments）を発行する際，その提案内容におけるセ

キュリティの脅威と対策案の記述を義務付ける動きが

あった．ネットワーク技術者が，無理やり記述してい

たのを思い出す．しかし，現在，どの分野においても，

セキュリティの脅威は現実的なものという認識がある．

他分野の研究者がセキュリティへの参入することが，

今後ますます予想される．こうした新しい人材参入も

含め，今後のコンピュータセキュリティ技術分野の発

展に期待したい．

最後に，関係者の方々に感謝したい．限られた時間

の中で，多様な論文の査読を行い，出版にまでこぎつ

けることができたのは，査読者や編集委員，学会の担

当者などのおかげである．特に，西垣正勝編集委員に

は様々な作業を行っていただいた．記して深謝申し上

げる．
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